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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
スピン科学は 1980 年代から、世界に先駆けて我が国が発信し、学術分野の確立に大きく貢献してき

た分野である。本研究は、これらの基礎に立って、次世代のスピン科学の創成を狙う野心的な研究であ

り、種々の相転移現象を巧みに利用し、磁性新現象の発見を行うとともに、磁性物質を用いた応用への

積極的展開を行っている。金属イオンの集積化した系を用いて、特異なスピン転移、高温磁性体、光ス

イッチング、強誘電‐強磁性共存系における電場誘起構造転移、磁場誘起第 2 高調波発生等の新現象を

見出すとともに、これまで困難とされてきた酸化鉄 ε相の大量合成の成功とサブ THz 帯での強磁性共鳴

の観測等、顕著な成果を挙げている。 
 その結果、当初目標以上の成果が得られつつあり、それらは世界的レベルの学術雑誌などに報告され

ている。 

検証結果   研究代表者は、本研究において、我が国が先導してきたスピン科学の基礎の上に、架橋

金属錯体を基盤物質として用いて、非常に活発に研究を展開し、当初の目標を超えるよう

な大きな成果を上げている。研究進捗評価結果にもあるように、光スピン相転移現象、強

誘電‐強磁性共存系における電場誘起構造転移、キラル構造を持つ強磁性錯体における磁

場誘起第 2 高調波発生等の発見、そして、イプシロン型－アルミニウム酸化鉄ナノ磁性体

におけるサブテラヘルツ帯での電磁波吸収の観測は、特に顕著な成果である。また、それ

らは Nature Chemistry や JACS など世界的レベルの学術雑誌などに多く報告され、高い

評価を得ており、成果の公表という面でも優れている。 
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